
11501造船業における死傷災害100事例まで（2019年）

No 年 月

発

生

時

死傷災害事例
年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労働

者規

模

1 2019 1

14

～

15

組み立て工場ブロック搬出場で、班長とともにクレーン吊り上げ

用ピース（重さ19.9kg、長さ558㎜、板厚32㎜）を取り付ける作

業をしていた。ピースをピース取り付け用台車の上に載せようと

持ち上げた際に手が滑り、ピースを右足に落として骨折した。

69 4 521
10～

29

2 2019 1

9

～

10

クレーンで鉄板を吊るそうとしたら、鉄板が外れ、右足を挟み、

骨折した。
37 4 211 1～9

3 2019 1

17

～

18

船体作業中に魚艙で足を滑らせ、左足をひねり、左膝靱帯に損傷

を負った。
36 2 239 1～9

4 2019 1

10

～

11

ドックに入渠中の船で、荷揚げ用水平スクリューコンベアの中間

軸を取り外す作業を確認していた。そのとき、コンベアケースの

上部に仮置きしていた治具に手を掛けたところ、体勢を崩して約

1.2m下の右舷側パイプに転落した。その際、治具が左足脹脛に落

下して負傷した。

56 1 418

300

～

499

5 2019 1

16

～

17

ユニット工場で、上甲板からクレーンを使って治具を地上に降ろ

していた際、降ろす場所に重ねて積んでいたH鋼が崩れてきて、

受け台に左手小指を挟み骨折した。

24 5 521
10～

29

6 2019 1

11

～

同僚と2人で船のコンテナ台（高さ1950mm×幅270mm）の設置

中、コンテナ台の位置決めをしていたとき、コンテナ台がハッチ

コーミングのレールに接触してバウンドした。その際、止めよう 63 7 211 1～9



12 として右手を入れたところ、コンテナ台とレールの間に小指を挟

み骨折した。

7 2019 1

13

～

14

現場にて、通常は2人で行っている作業を1週間ほど1人で行い、

重いものを頻繁に持っていたところ、右腸腰筋血腫を発症した。
22 19 521 1～9

8 2019 1

16

～

17

造船場内で、上を向いて溶接作業をしていた際に作業着の中に火

の粉が入り、上着が燃えて胸部に火傷を負った。
64 11 332

10～

29

9 2019 1

14

～

15

4人でローフロア外板の磨き作業中、次の磨き作業へ移動する際、

ローフロアの縞鋼板が外れているのに気付かず右足を落とし、は

しごの先端部で右脇腹に挫創を負った。

25 1 419 1～9

10 2019 1

14

～

15

大型タイヤに吊り上げ用穴開け作業のため、空気始動用ドリルの

先端に刃物を取り付け回転させようとしたところ、ソケットが外

れドリルが空回りしハンドル部分が左腕に当たり靭帯を断裂し

た。

63 7 159 1～9

11 2019 1

13

～

14

被災者は、同僚作業員15名とともにタンクの足場解体作業を行っ

ていた。半分程度進んだ頃、パイプを外した際にステージが揺れ

出したため、被災者が補強に向かった直後、ステージが倒壊し

た。その際に被災者が下敷きになり、肋骨を折り、顎に裂傷を

負った。

33 5 411 1～9

12 2019 1

16

～

17

船台上船尾付近で、船尾材加工のために足場板を並べている際

に、指を挟み、右手薬指を負傷した。右手薬指指先粉砕骨折で

あった。

24 7 522 1～9

13 2019 2

10

～

11

足場解体後、足場板（4m、20㎏）を所定の位置に片付けるため

両手で持って運搬中に、バランスを崩して足場板が落ちそうに

なった。足場を持ち直そうとしたところ、右手に挫傷を負った。

26 19 921
50～

99

10 クレーンで鉄板を吊り上げ、鉄板の下に盤木を置こうとしたとこ



14 2019 2 ～

11

ろ、鉄板が落ちてきて、右手を挟まれ、人差し指と中指および薬

指に打撲傷を負った。

31 4 611 1～9

15 2019 2

9

～

10

天井クレーンに鉄板を吊るして移動させている際に、鉄板が振れ

て右足に当たり、右腓骨の骨幹部骨折を負った。
24 6 611 1～9

16 2019 2

9

～

10

1m位の足場の階段を上っているとき、誤って階段を掴み損ね、後

ろにひっくり返り腰を打ち骨折した。
61 1 411

10～

29

17 2019 2

15

～

16

クレーンを解体するため高さ約15mの所に上がった際、バランス

を崩して海へ転落し、頚部を骨折した。
22 1 211 1～9

18 2019 2

8

～

9

ハッチコーミングブロックを発送するため、バージ上で玉掛作業

をしていた。クレーンで吊られたブロックを地下ろししたが、接

地状態が不安定だったので再度巻き上げて下ろし直そうとした。

その際に荷が振れて、押さえようとしてブロックに手を掛けたと

ころ、右足が部材の下に入っていたので小指を挟み骨折した。

54 7 211 1～9

19 2019 2

6

～

7

ブロックを塗装工場内へ移動させる際、同僚がフォークリフトで

ブロック用の架台を前進させようとしたとき、近くで作業してい

た被災者に気付かず、架台が被災者の左足に衝突して骨折した。

44 6 222
50～

99

20 2019 2

11

～

12

現場で樹木や竹類を取り除いていたとき、足下が崩れて2mほど落

下し、左膝を地面についた際にブロックにぶつけて骨折した。
56 3 379 1～9

21 2019 2

9

～

10

トラックの荷台上で、産業廃棄物の積み替え作業をしていた。ジ

ブクレーンでゴミ缶を吊り上げた際に後方へ大きく振れて、被災

者がトラック後方へ追いやられた。そのとき、アオリに足を取ら

れて荷台から転落し、右側頭部・右鎖骨・肋骨を負傷した。

67 1 211
10～

29

10 ブロック組み立て工場内で手押しポンプを右手に、左手にラムを
50～



22 2019 2 ～

11

持ち、階段を上っていて、置いてあったホースに引っ掛かり、体

を左回転させ、転落し、左橈骨遠位端骨折を負った。

67 1 413
99

23 2019 2

9

～

10

造船現場で、船の補修工事中に、船体から地面に下りようとし

て、船を支えている台座に足を着こうとしたが、足を踏み外し、

滑り落ちて、左肋骨を折った。

58 1 379 1～9

24 2019 2

7

～

8

乗船する際、足が滑って転倒し右腕から右肩にかけて強く打ち右

肩腱板を損傷した。
68 2 239

10～

29

25 2019 2

10

～

11

船にフェンダーを取り付け中、ロープを固縛していた最中に他者

がフェンダーを吊り下げたため、ロープを持っていた右手が引き

込まれ、ロープと手すりの間に挟み、右手中指先端を骨折した。

32 7 379
50～

99

26 2019 2

13

～

14

造船工場で、スラスタールームのブロック取り合い部にフロア

トップ塞ぎ板を取り付けていた。ガス切断機をホースから切り離

した後、取り合い部付近に排水用の開口をガス切断機で切り開け

る作業に入った。切り開けた鉄板が下に落ちないよう、金矢を溶

接して取っ手をつけようとアークを発生させた瞬間、可燃性ガス

が引火して爆発し、右臀部に火傷を負った。

23 14 513
10～

29

27 2019 2

11

～

12

造船所でパイプユニット架台の歪み取り作業が終わり、移動する

ためH型台に仮置きしようとクレーンを下げた。その際、H型台か

らパイプユニット架台が滑り落ちて、右足甲に当たり骨折した。

71 6 211
50～

99

28 2019 3

18

～

19

工場内で、玉掛け作業中に、天井クレーンから吊るしているフッ

クを、巻き上げた際に、定盤に引っ掛かっていた状態から外れて

跳ね上がり、玉掛け作業者の顔面に当たり、右頬骨骨折、上顎骨

骨折および右眼窩吹き抜け骨折となった。

38 6 372
10～

29

29 2019 3

8

～

9

構内で資材（鉄板）の運搬中、鉄板が左足甲に落下して打撲し

た。
51 4 521

10～

29



30 2019 3

13

～

14

配管溶接作業中、高さ2mの足場上でデッキスカッパーの溶接をし

ていた際、胸部・背部・気道に熱傷を負った。
60 11 332

10～

29

31 2019 3

10

～

11

溶接工場スキット上で中組ブロックの受け取り作業中、中組材を

プレート上に降ろす際、プレート上に金物があったので右足で蹴

り飛ばそうとした。その際、下がってきたガーダーとプレートの

間に右足が挟まれて負傷した。

32 7 211

1000

～

9999

32 2019 3

13

～

14

コンベア定盤歯の交換作業中に、コンベア定盤歯が起き上がった

ため、使用していたバールが頬に当たり、右の頬骨を折った。
38 6 169 1～9

33 2019 3

19

～

20

パイプラックに積まれているパイプの取り出し作業中に、他のパ

イプが転がって落ちてきて、右足踵を骨折した。
51 4 211

10～

29

34 2019 3

15

～

16

工場内にて樹脂吹き付け機の分解メンテナンス中、部品の清掃を

していた際、内部の硬化した樹脂を取り除くためにハンマーで叩

いていたところ、突然部品が爆発して頭部・左手を負傷した。

67 15 364
50～

99

35 2019 3

14

～

15

アルミ製のマストを重機で引っ張りながら降ろす作業中、マスト

が突然中央部分から折れて、作業者の方に倒れてきて、上にいた

作業者が約2.5mのところから落下し、右橈骨を折った。

53 1 239
10～

29

36 2019 3

9

～

10

造船所でデッキハウスの仕上げ作業中、グラインダーを掛けてい

たとき、グラインダーが顔面方向に弾かれたため、避けようとし

て転倒した。その際、グラインダーが左手首に当たり負傷した。

20 8 153 1～9

37 2019 3

15

～

16

研磨塗装工場で、ブロック外板の塗装作業をしていた。海側の面

に取り掛かったとき、塗り残しがあることに気付き、脚立を使用

して塗り残し部を塗ろうとした。その際、バランスを崩して約

1.5mの高さから脚立ごと転倒し、左手首を骨折した。

27 1 371 1～9

11
養殖作業船の甲板上にて、カイシング肋骨にパイプを取り付ける



38 2019 3 ～

12

ため、電動工具を使用し、しゃがみ床面より35㎝高さの肋骨の切

り欠き作業中、低い位置の作業でカニ歩きの状態で横に移動した

際、膝がねじれた状態で、右膝の半月板を損傷した。

37 19 921
10～

29

39 2019 4

15

～

16

工場内を歩行中に、床にある木製パレット（高さ約10㎝）を踏み

外して転倒し、右足首を骨折した。
47 2 611

10～

29

40 2019 4

13

～

14

造船所内で約3m上にある船舶ブロック内の写真撮影を行おうと、

固定されたはしごを上がり、ブロック内に入ろうとして落下し、

腰椎横突起骨折を負った。

39 1 371
10～

29

41 2019 4

14

～

15

ローリングタワーのタイヤが移動足場用仮設レールの溝にはまっ

たので、ローリングタワーを引き戻そうとしたところ、ローリン

グタワーが倒れてきて、挟まれ、両足の大腿骨骨幹部を骨折し

た。

32 5 411 1～9

42 2019 4

13

～

14

造船現場で、船のブロックを建造中に、仮設足場の上でクレーン

で吊った外板をブロックへ合わせていたが、外板が振れたため、

外板に当たるのを避けようと地上へ飛び下りた際に、左足舟状骨

および立方骨を折った。

34 3 211

100

～

299

43 2019 4

16

～

17

造船所工場内で、門型クレーンのフックに掛かっているアングル

を吊るしているワイヤーを外した際に、アングルの固縛が緩み、

アングルの一つの束が、右足甲に当たり、滑り落ち、下肢中の複

合部位を骨折した。

45 4 611 1～9

44 2019 4

16

～

17

高さ80㎝のところから下に降りようとしたときに、地面に置いて

あった10㎝角の角材に足をつけたところ、角材が回転して後ろに

転倒し、仙骨を折った。

72 2 521
10～

29

45 2019 4

14

～

15

建造船に塗装機材と高所作業車を積み込むため、玉掛け作業をし

ていた。その際、クレーンワイヤーのねじれを直していたとこ

ろ、高所作業車のキャタピラに右足を踏まれて骨折した。

32 7 229 1～9



46 2019 4

14

～

15

船殻フロアの開口部（高さ1m）から下りたとき、治具用チャンネ

ル材の上に左足が乗り、左足をひねり骨折した。
41 19 521

10～

29

47 2019 4

13

～

14

船の右舷側タンクで工事穴を塞ぐ作業を終え、アッパーデッキに

戻るため垂直ばしごを上がっていたところ、手を滑らせて落下し

た。その際、タンク内にあったパイプに右上腕部を打ち骨折し

た。

34 1 413
10～

29

48 2019 4

19

～

20

整備工場で船舶の定期検査工事中、主機ピストン組立のとき、ピ

ストンピン挿入中にピンが入らず、ピンが右手小指に落ちて骨折

した。

34 4 521
10～

29

49 2019 4

16

～

17

港内停泊中の船上で、BSアンテナケーブルの敷設工事中、はしご

が倒れて約4.7mの高さから落下した。その際に頭部を打ち、脳に

損傷を負い、死亡した。

48 1 351
10～

29

50 2019 5

11

～

12

造船現場で作業中に、誤って350㎜×350㎜の開口部に左足がはま

り、左足靭帯損傷および左膝蓋骨骨折となった。
66 1 414

10～

29

51 2019 5

11

～

12

脚立の上での塗装作業を終えて、下りようとして、足を滑らせ転

倒し、左腕の肘を骨折した。
33 1 371 1～9

52 2019 5

16

～

17

ブロックの溶接作業中、バルブロンジとブラケットの溶接をする

前に開先部をホイルブラシで磨いていた際、抜けたホイルブラシ

のワイヤーが左目に入り負傷した。当初ゴーグルを装着していた

が、途中で曇ったため受傷時は装着していなかった。

38 4 153

500

～

999

53 2019 5

19

～

20

溶接作業中、底板と仕切り板を密着させるため、底部に仮止めし

たピースにフックを掛けてレバーを閉めていたところ、ピースが

外れた。その反動でフックが跳ね上がり、顎に直撃して負傷し

た。

27 6 361
30～

49



54 2019 5

7

～

8

新造船を入船から出船へシフトする作業中、係船ロープ2本を外す

ため、岸壁側のビットからロープを緩めて下ろそうとした。その

際、固縛が外れてロープ2本が落下し、左手親指と左大腿部を骨折

した。

64 4 379 1～9

55 2019 5

10

～

11

造船所内で足場解体作業が終わり、足場板

（2000×300×60mm、13.6kg）を片付けていた際、足場板2枚を

担いだときに右肩を脱臼した。

31 19 921
10～

29

56 2019 5

14

～

15

工場内にて、修繕船APT内でガス切断機に着火しようとした際、

ガスに引火して右手・首・両耳など熱傷を負った。
56 11 331 1～9

57 2019 5

14

～

15

造船工場で、油圧ジャッキを使いブロックの位置決め作業中、ラ

ムがずれて握っていたホースの根元部とブロックに左手を挟み骨

折した。

34 7 219

1000

～

9999

58 2019 6

14

～

15

構内NC定盤にて、NCプラズマ切断機を操作中に、作動中の切断

機の下部の補強材が右足甲を巻き込みながら手前に移動してき

た。後方に下がっている際に、右足踵が粉塵ダクト点検用マン

ホールに挟まれ、圧迫される状態で足裏を裂傷し、全中足骨多発

性開放骨折および右足広汎性圧挫傷を負った。

42 7 151
50～

99

59 2019 6

12

～

13

塗装作業を行うため、エアレス塗装機の段取りし開始しようとし

たが、エアー圧がかかっておらず、エアーを入れるよう他の作業

者に指示をした。右手にハンドガンを持った状態で待機し、圧が

掛かりだしたのを確認したのと同時に、ガンを構えようとして左

手でホースを握った際に、ホースが破孔し、孔から噴出した塗料

により左手の掌、手指を負傷した。

33 15 519 1～9

60 2019 6

13

～

14

船殻工場内で、クレーンを使用して墜落防止用の架設手摺りを上

げた後、ブロックから下りる際に横にあるローリングタワーに乗

り移ろうとした。そのとき、ローリングタワーの手摺りに足を掛

けたところ、バランスを崩して約5m下に転落し、顎・頬・肋骨・

48 1 418

300

～

499



右腕を骨折した。

61 2019 6

16

～

17

作業を終えドック中のボートデッキ上を歩行していたとき、デッ

キの床板が一部はがれており、はがれた箇所に段ボールが敷かれ

ていた。被災者は段ボール下に床板があると思い段ボールの上を

歩行したため、左足が段ボールを突き抜け、左足首を負傷した。

43 19 418
10～

29

62 2019 6

11

～

12

造船工場で、入り組んだ配管の上部で塗装仕上げ及び掃除をして

いたとき、上長に呼ばれたため下りようとした。その際、バラン

スを取るため配管の間に肘を置いたが、腕を抜ききれずに着地し

て、上腕部に体重が掛かり骨折した。

26 19 413
50～

99

63 2019 6

15

～

16

作業船修理中、船上に固定された台の上に立ち、手のひらほどの

大きさの吊りビースを上の段（船の構造上の上段）に移動する作

業をしていた。その際、足下の台の上に設置しているローラーの

滑り止め防止板につまずいたため、台から飛び下りたところ、両

足の踵を骨折した。

73 3 419 1～9

64 2019 6

16

～

17

構内の上架船台上架中の軽合金漁船（19t）首部にて、修繕作業

中、電気丸鋸を右手で持ち上げ、左側へ移動する際、誤ってス

イッチを入れ、回転と同時に衣類、皮膚表面を切り、右膝上に切

創を負った。

31 8 131
10～

29

65 2019 6

15

～

16

機関室でクラーの配管取り付け作業中、ワイヤー片付けを行い、

外板曲がり部の骨に左足をかけ移動した際、左足が滑り、その勢

いでコーミング角に激突し、右膝蓋骨を折った。

58 3 418
10～

29

66 2019 7

10

～

11

船内で鉄の切断作業中、切断した鉄の端が右足に落下し、右第2お

よび第3中足骨を骨折した。
68 4 521

10～

29

67 2019 7

15

～

16

ブロックの組立作業中、外板を仮付けする作業の準備をしていた

とき、鉄板がずれた。それに驚いて被災者が約3m下に落下し、手

首・腰椎・胸椎を骨折した。

30 1 418
10～

29



68 2019 7

10

～

11

船尾側外板でオートシフターを用いて高圧洗浄作業をしていた

際、熱中症により意識を失い、救急搬送された後に死亡した。
66 11 715

10～

29

69 2019 7

16

～

17

船内で溶接作業中、バランスを崩して脚立から転落し、左肩を脱

臼骨折した。
63 1 371

30～

49

70 2019 7

11

～

12

船内清掃中に、船横にある海水が出入する開閉口の錆を取る作業

中、錆で開閉口が固くなって開かなかったため、開閉口下部を蹴

り開閉口が回ったが、上部が自分の方に倒れ、取っ手を握ってい

た左手が当たり、打撲と裂傷を負った。

42 6 379
10～

29

71 2019 7

14

～

15

造船鉄工場内で、定盤上でエキスパンド敷板を製作中、少し削ろ

うとエキスパンドを左手に持ち、右手でグラインダーを掛けたと

ころ、持っていたエキスパンドが跳ねて左手に刺傷を負った。そ

の際、被災者は保護具の皮手袋を装着していなかった。

30 8 153
10～

29

72 2019 7

9

～

10

魚市場で、サバの冷凍ブロックをトレーラーのコンテナに積み込

む際、氷が溶けて足が滑り、高さ約1.5mのコンテナ後部から転落

し、顔面と右手首を骨折した。

63 1 221
10～

29

73 2019 7

10

～

11

造船所の工場内で、移動式クレーン車の運転席から下りる際に、

足を滑らし1.45m下へ落下した。右骨盤を負傷した。
68 1 212 1～9

74 2019 8

11

～

12

資材倉庫で片付け作業中、資材棚の上（高さ1.8m）に上がって作

業していた際、体勢を崩して落下した。そのとき、下に置いて

あった足場資材に体を打ちつけて、肋骨と左肩甲骨を折った。

41 1 416
10～

29

75 2019 8

11

～

12

船体ブロックの傾斜した壁面（高さ約1.8m）に取り付けてあった

ピースを撤去した後、溶接痕をガウジングで流していた。その

際、溶けた金属が長靴の中に流れ込み、右足に火傷を負った。

26 11 331
10～

29

15
艤装船居住区通水作業のため、居室内のバルブを内装壁点検口か

500



76 2019 8 ～

16

ら開放しようとした際、バルブと点検口の切り口で左手甲を挟み

中指を負傷した。直前まで手袋をしていたが、筆記具を使うため

一旦外していた。

34 7 391 ～

999

77 2019 8

11

～

12

工場ドックにて、えい航船のエンジンに空気を送るためコンプ

レッサーを作動させたが、空回りしてモーターとベルトが停止し

ていたため、皮手袋をした右手でベルトを握って引っ張って回し

た。その際、コンプレッサーの電源を切っていなかったため、ベ

ルトが回転を始めたと同時に右手がモーター側の歯車とベルトの

間に巻き込まれ、薬指と中指を負傷した。

58 7 121
10～

29

78 2019 8

11

～

12

船内確認後、ハッチカバー上から下船するためタラップを渡ろう

とした際、足下のホースに引っ掛かって約1,350mmの高さから転

落し、タラップの階段に腹部を打ち付けて肋骨と肝臓を負傷し

た。

33 1 418

100

～

299

79 2019 8

9

～

10

バンドソーを使用してメッキ配管取付用タグプレート切断作業

後、フラットバー1枚が加工台上に倒れ、元に戻そうと左手を出し

た際、フラットバーとクランプの間に左手を挟み負傷した。

44 7 156
30～

49

80 2019 8

15

～

16

構内の船の中で作業中、パイプを頭の上位の高さの所に取り付け

ようとしたところ、足が滑り、壁とパイプの間に左手中指を挟

み、骨折した。

20 7 521 1～9

81 2019 8

10

～

11

溶接作業中、昇降タラップから下りる際にタラップが横滑りした

ため飛び下りたところ、左脛と右踵を骨折した。
54 1 371

500

～

999

82 2019 8

14

～

15

造船所内のヤードで、カーゴタンクの反転用ピースにジブクレー

ンのシャックルを取り付けていた。反転用ピースの位置まで移動

する際に、カーゴタンクのデッキトランスを跨いで飛び下りたと

き、転倒して右足を骨折した。

48 2 418 1～9

83 2019 8

12

～
工場構内で、昼食を終えて作業場に戻る際、通路に敷かれていた

71 2 417
30～



13
足場材で滑り、転倒して右肩を負傷した。 49

84 2019 9

9

～

10

造船所構内で塗装下地処理を終えて、岸壁に設置してあるバ

キューム装置を使い、掃除を行っていた。バキューム装置が停止

したため、確認しようと岸壁に取り付けてある垂直はしごを登っ

ている際に、身の危険を感じ、高さ2.7mから飛び下りて、両足の

踵を骨折した。

30 1 413
10～

29

85 2019 9

8

～

9

造船所ドック内で、養生撤去作業中に、高さ1.8mの足場の上で、

足を滑らせ転落し、右脛骨近位開放骨折となった。
65 1 411

10～

29

86 2019 9

8

～

9

始業時間になり、コンクリートの屋外作業場で、溶接機の使用準

備のため接続コードを延ばしている作業中、約40㎝の段差がある

部分で左足を下ろしたところ、左足首を捻挫した。

40 19 419 1～9

87 2019 9

15

～

16

工場でボートのダビットを組み立てる作業中、ジブクレーンで左

舷側のダビットを吊り上げたときに傾き、架台に仮置きしていた

右舷側のダビット（約3,000kg）に接触して倒壊した。その際、

チェーンブロックを調整していた被災者に当たり、肋骨を折って

肺を負傷した。

44 4 211 1～9

88 2019 9

14

～

15

作業台船内で発電機を載せ替えていた際、発電機の排気管を取り

換えるため、旧排気管をサンダーで切断していた。そのとき、サ

ンダーの刃が誤って左膝に接触して裂傷を負った。

25 8 153
30～

49

89 2019 9

13

～

14

工場で作業中、トイレに行った後、水を飲むためにウォーター

サーバーが設置してある場所に向かって通路を歩いていた。その

際、通路に敷かれたアース用のフラットバーにつまずき、転倒し

て右鎖骨を折った。

55 2 417
50～

99

90 2019 9

13

～

14

作業長の指示の下、工場外にあるアングルを工場内に持ち込むた

め、トレーラーに積もうと玉掛けの準備を行っていた。並列に置

いてあるアングルの間隔を空けるため、金てこを差し込もうとし
53 4 364

30～

49



たところ手前のアングルが滑り、左足を骨折した。?

91 2019 9

9

～

10

本船に乗船し船尾側で船の行き足を止める作業を、モヤイを使用

し行っていた。本船が潮の流れ等で動きが大きかったことを止め

るためにビットにモヤイを巻き付け耐えたが、緊張でモヤイが跳

ね、弛んでいたモヤイが左足に絡まり引き寄せられ、左足部を船

尾左舷ビットに強打し受傷した。

45 3 379

100

～

299

92 2019 9

16

～

17

造船場構内で清掃作業中に転倒し、右手首を捻挫した。 24 2 416 1～9

93 2019 9

11

～

12

ドック内にてプロペラを塗装するため、脚立に板を渡してその上

に乗って作業をしていた際、誤ってバランスを崩して転落し、右

足踵を骨折した。作業位置が低く、危険との認識がなかったた

め、安全具や補助員を付けるなどの措置をとっていなかった。

48 1 416
10～

29

94 2019 9

9

～

10

分電盤のドアを開け内部点検中、分電盤の本体が倒れ、手で支え

たが支えきれず、右手を挟み骨折した。
76 5 352

50～

99

95 2019 10

12

～

13

船台での作業中に、休憩時間に船体左舷に取り付けられた昇降階

段を下りていて、足を滑らせ地上まで落下し、腰を打ち、第1腰椎

の急性期圧迫骨折となった。

38 1 413
50～

99

96 2019 10

15

～

16

構内岸壁の艤装船カーゴホールド内にて、高所作業車を船外に搬

出する作業中、高所作業車上（高さ2.02m）で降下してきた玉掛

けワイヤーを受け取ろうとした際、ワイヤーが後方に振れたため

掴もうとしてバランスを崩し、転落しそうになったので自ら飛び

降りたところ両踵を骨折した。

59 1 146 1～9

97 2019 10

16

～

17

船体ブロック上で作業をした後、階段を下りる際に足を踏み外し

て落下し、手すりで背中を打ち骨折した。
23 1 413

10～

29



98 2019 10

15

～

16

製品の出荷作業中、製品を奥から手で引っ張り出した際に製品が

落下して、左足に当たり骨折した。
68 4 379

30～

49

99 2019 10

18

～

19

船の塗装作業中、ブロック間を移動する際に約2.3mの高さから転

落して、両足踵を骨折した。
34 1 417

500

～

999

100 2019 10

6

～

7

造船所内を自転車で移動中に、強風に煽られて転倒し、柱で体を

打ちつけ、外傷性多発肋骨骨折、右血気胸、および肺挫傷を負っ

た。

66 2 719
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例まで（2019年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202401_05.html
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